
申

り

立
国
保
病
院
と
し
て
開
設
さ
れ
、
平

成
１４
年
に
現
在
地

へ
新
築
移
転
。
同

・６
年
の
１
市
４
町
村
合
併
に
よ
り
、

市
立
函
館
恵
山
病
院
と
な
っ
た
。
標

榜
診
療
科
は
内
科
、
外
科
、
小
児
科
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
で
、
病
床

は
６０
床

の
療
養
病
床

（医
療
型
）
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
来

・
入

院
の
人
工
透
析
に
も
対
応
し
、
外
来
・

入
院
の
地
域
に
お
け
る
プ
ラ
イ
マ
リ

ケ
ア

（初
期
診
療
）
や
慢
性
期
に
お

け
る
入
院
医
療
、
訪
問
診
療
を
担

っ

て
い
る
。

恵
山
病
院
は
道
南
地
区
で
は

数
少
な
い
入
院
透
析
を
行
う

医
療
機
関
の

一
つ

同
病
院
の
大
き
な
特
徴
の

一
つ
が

透
析
治
療
だ
。
透
析
ベ
ッ
ド
は
１２
床
。

令
和
元
年
に
透
析
室
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
。
令
和
５
年
か
ら
は
、
セ
ン

ト
ラ
ル
供
給
方
式
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
Ｈ
Ｄ
Ｆ
（血
液
透
析

ろ
過
）
を
導

入
し
、
管
理
さ
れ
た
安
全
な
透
析
液

を
供
給
し
て
い
る
。
函
館
市
で
は
高

齢
化
が
進
み
、
透
析
患
者
の
高
齢
化

も
顕
著
だ
。
同
病
院
は
道
南
地
区
で

は
数
少
な
い
入
院
透
析
を
行
う
医
療

機
関
の

一
つ
で
、
合
併
症
な
ど
に
よ

り
通
院
透
析
が
困
難
に
な

っ
た
患
者

や
、
長
期
入
院
を
必
要
と
す
る
患
者

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

今
回
の
取
り
組
み
を
主
導
す
る
の

が
、
透
析
室
の
運
営
管
理
を
担
う
臨

床
工
学
技
士
主
査

の
道
下
学
さ
ん

だ
。
透
析
医
療
を
巡

っ
て
は
、
２
０

１
９
年
に
東
京
都
福
生
市
の
公
立
福

生
病
院
で
、
透
析
治
療
を
開
始
し
な

か
っ
た
患
者
が
亡
く
な

っ
た
事
案
が

社
会
的
な
議
論
を
呼
ん
だ
。
「医
療

者
と
患
者
、
家
族
の
間
で
、
十
分
な

話
し
合
い
が
で
き
て
い
た
の
か
が
問

わ
れ
ま
し
た
」
。
道
下
さ
ん
は
そ
う

振
り
返
る
。

こ
の
事
案
な
ど
を
背
景
に
、
日
本

透
析
医
学
会
は
２
０
２
０
年
、
「透

析
の
開
始
と
継
続
に
関
す
る
意
思
決

定
プ

ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
提
言
」
を

改
訂

・
公
表
し
た
。
提
言
で
は
、
共

有
意
思
決
定

（
Ｓ
Ｄ
Ｍ
）
の
徹
底
や
、

Ａ
Ｃ
Ｐ
を
透
析
治
療
の
さ
ま
ざ
ま
な

段
階
で
行
う
こ
と
、
す
べ
て
の
透
析

患
者
を
対
象
と
し
た
意
思
決
定
支

援
、
息
者
の
意
向
変
化
に
応
じ
た
継

続
的
な
対
応
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー

ム
支
援
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
。

道
下
さ
ん
は

「透
析
は
、
開
始
す

る
か
、
続
け
る
か
、
中
止
す
る
か
と

い
う
重
い
意
思
決
定
を
伴
う
治
療
で

す
。
人
生
会
議
が
あ
る
こ
と
で
、
そ

の
人
が
本
当
に
望
む
医
療
に
近
づ
け

る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

一
番
大
事
な
の
は

何
を
決
め
る
か
で
は
な
く

ど
う
話
し
合
う
か

現
場
で
は

「人
生
会
議
」
と
い
う

言
葉
そ
の
も
の
が
、
患
者
に
と
っ
て

心
理
的
な
負
担
に
な
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。
そ
こ
で
同
病
院
の
透
析
室

で
は
、
独
自
の

「問
診
表

（透
析
用
ご

を
作
成
し
た
。
生
活
習
慣
や
日
常
生

活
で
の
困
り
ご
と
、
透
析
に
対
す
る

考
え
方
、
不
安
や
悩
み
な
ど
３０
項
目

以
上
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
聞

き
取
れ
て
い
な
か
っ
た
患
者
の
思
い

を
丁
寧
に
拾
い
上
げ
る
。

聞
き
取
り
は

一
度
き
り

で
は
な

く
、
透
析
中
の
会
話
な
ど
を
通
じ
て

繰
り
返
し
行
い
、
内
容
は
随
時
更
新

す
る
。
「何
を
決
め
る
か
よ
り
、
ど

う
話
し
合
う
か
が
大
事
で
す
。
決
し

て
結
論
を
急

が
ず

に
、
そ

の
人

の

ペ
ー
ス
を
大
切
に
し
た
い
」
と
道
下

さ
ん
は
話
す
。

札
幌
市
内
の
透
析
医
療
機
関
で
の

勤
務
を
経
て
、
約
２
年
半
前
に
同
病

院
に
赴
任
し
た
道
下
さ
ん
。
自
身
が

父
親
を
病
気
で
亡
く
し
た
経
験
も
あ

り
、
「
こ
れ
ま
で
何
を
大
切
に
し
て

生
き
て
き
た
の
か
、
何
が

一
番

つ
ら

い
の
か
。
そ
こ
を
知
る
こ
と
が
、
結

果
的
に
そ
の
人
ら
し
い
医
療
に
つ
な

が
る
」
と
語
る
。

道
下
さ
ん
は

「今
回
は
人
生
会
議

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
上
台
づ

く
り
で
す
。
構
え
ず
に
、
自
分
の
思

い
を
言
葉
に
で
き
る
場
を

つ
く

っ
て

い
き
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。
透
析

室
で
の
日
常
的
な
対
話
を
通
じ
、
患

者
の
人
生
に
寄
り
添
う
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。

多

l

Ｌ

　

】

ゴ

ガ
写真左から、看護師の山本恭子さん、臨床工学技士の川口恵司さん、看護師長の松川誠二さん、

看護助手の伊勢拓民さん、臨床工学技士主査の道下学さん、副看護師長のあT中原晶子さん

将
来
、
意
思
表
示
が

で
き
な
く

な

っ
た
場
合
に
備
え
、
本
人
の
価
値

観
や
医
療

・
ケ
ア
に
対
す
る
希
望
に

つ
い
て
、
家
族
や
医
療
者
と
あ
ら
か

じ
め
話
し
合

い
、
共
有
す
る
Ａ
Ｃ
Ｐ

（
ア
ド
バ
ン
ス

・
ケ
ア

・
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
）
は
、
終
末
期
に
限
ら
ず
、
慢

性
疾
患
や
高
齢
者
医
療
全
般
に
お
い

て
も
重
要
性
が
高
ま

っ
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
は
２
０
１
８
年
、
Ａ
Ｃ
Ｐ

を
日
本
で
普
及
さ
せ
る
た
め
に

「人

生
会
議
」
と
い
う
愛
称
を
用
い
て
啓

発
を
進
め
て
い
る
。

価
値
観
や
思
い
を
整
理
し

少
し
ず

つ
言
葉
に
し
て
い
く

た
め
の
上
台
づ
く
り

市
立
函
館
恵
山
病
院

（函
館
市
日

ノ
浜
町
）
は
、
透
析
患
者
を
対
象
に
、

人
生
会
議

へ
と
つ
な
げ
る
前
段
階
の

取
り
組
み
を
始
め
た
。
将
来
の
医
療

方
針
を
い
き
な
り
決
め
る
の
で
は
な

く
、
患
者
自
身
が
こ
れ
ま
で
の
人
生

や
日
々
の
思
い
を
振
り
返
り
、
少
し

ず

つ
言
葉
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

同
病
院
は
昭
和
３６
年
に
尻
岸
内
村

血
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